
図 1. GNSS 観測局配置と地震の震央分布。四角で国土地理院が設置した GEONET 観測点を、三角でソフ

トバンク株式会社により設置された観測点をそれぞれ示す。薄い桃色の丸は、気象庁一元化震源カタログに

記載された 2025年 5月 1日から 2025年 7月 4日までのマグニチュード 3以上の地震の震央を示す。丸の

大きさは地震のマグニチュードに対応している。
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図 2 (a)．(上パネル) 各日の座標値 (東西成分) を丸いシンボルで示す。塗りつぶされた丸は最終暦を，白

抜きの丸は速報暦を用いて算出された座標値をそれぞれ示す。丸の色の違いは，観測点の違いを表す。ま

た灰色で示された期間は，定常トレンドを推定した期間を表す。(下パネル) 図 1 の領域（東経 129 度から 130

度，および北緯 29 度から 30 度の矩形領域）内で発生したマグニチュード 0 以上の地震の M-T 図。図の作

成には気象庁一元化震源カタログを用いた。
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図 2 (b) 各日の座標値 (南北成分) を丸いシンボルで示す。他の表記は図 2(a)と同じ。 
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図 6．地震時変位の除去前後の変位場の比較。左の列は GNSS データから計算した各 phase の変位場を

（Phase 1: 2025 年 6 月 29 日から 7 月 1 日の平均と 2025 年 6 月 11 日から 6 月 20 日の平均の差，Phase 2: 

2025 年 7 月 4 日から 7 月 6 日の平均と 2025 年 6 月 29 日から 7 月 1 日の平均の差，Phase 3: 2025 年 7 月

17 日から 19 日の平均と 7 月 4 日から 7 月 6 日の平均の差），中央の列は F-net により推定された CMT 解か

ら計算した地震時変位を，右の列は観測 GNSS 変位から計算地震時変位を差し引いた変位を，それぞれ示

す。上段，中段，下段はそれぞれ Phase 1，2，3 の変位場を示す。震源データは気象庁一元化震源を用いた。 
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